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 要  旨 
 
近年,ネットワークの伝送速度が急激に向上し,伝送速度が100Mbit/s以上の高
速ネットワークが構築されつつある.このような高速ネットワークにおいて,低
速,低品質回線を対象とした従来のプロトコルを用いるとプロトコル処理がボト
ルネックとなり,エンド・ツー・エンドでは物理的な伝送速度に比べて十分な伝送
速度が得られない.このためプロトコル処理の高速化に対する要求が高まってい
る.プロトコル処理の高速化の手法としては,ハードウェアによるプロトコルの実
装や,プロトコル仕様の軽量化が挙げられる. 
このような高速ネットワークに対応したフロー制御方式として,レートベース
フロー制御方式がある.この制御方式は,従来のウィンドウフロー制御方式と異な
りパケットの送信間隔を受信側端末の処理間隔に応じて変化させることによりフ
ロー制御を行う.ここでパケットの送信間隔が受信側端末での処理間隔よりも小
さいと,受信側端末においてパケットのバッファ占有量が大きくなる.このときバ
ッファオーバーフローが発生すると,あふれパケットの再送により輻輳の可能性
が生じる.逆にパケットの送信間隔が処理間隔よりも大きいと,スループットが低
下することになる.従って,送信間隔を受信側端末の処理間隔にいかに適応させる
かが問題となる. 
以前の研究で,送信間隔の制御手法に受信側端末のバッファ占有量に着目した
レート変更法を用い,その方法として線形二次レギュレータ理論(LQ)を適用して,
従来の加法的増加,乗法的減少のアルゴリズム(AIMD)よりもよい結果を得ている.
しかしLQ理論では既知の外乱に対しては良い性能を示すが,実際の外乱は既知と
は限らない.また,ゲインの計算に逆行列の計算が入っているため,接続数が増え
るにつれて計算時間が飛躍的に増えてしまう.これはオンラインで計算する場合
には特に問題となる.そこで本研究では解を適応的に探索する遺伝的アルゴリズ
ム(GA)を適用する.GAはモデルを変更しても計算を最初からやり直す必要がない
ので応用がきく.しかしGAは性能はいいのだが,計算時間がかかるためにオンライ
ンのシステムには向いていないと言われている.そこで計算時間を短縮するため
に初期集団の生成にLQ理論を用いることを考えた.シミュレーションでその有効
性を示している. 
フロー制御の手法は極めて複雑で,その解析では多くのことを考慮しなければ
ならない.そのため,その理論的な解析においては簡略化したモデルが用いられ
る.本研究のシミュレーションにおいては複数の端末を互いに多接続したシステ
ムを対象とし,実システムへの応用の可能性を示す.この理論を適用することによ
り送受信スループットのアンバランスの解消,送信スループットの平滑化,あふれ
パケット防止による輻輳回避が可能である. 
 
